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川 西 人 権 協 だ よ り
～ 人 権 は み ん な が 持 つ も の 守 る も の ～

20２５

１ 

編集・発行　川西市人権教育協議会　〒666-8501　川西市中央町 12-1（人権推進多文化共生課内）

テーマ　　差別の現実から深く学び、生活を高め、未来を保障する教育を確立しよう！ 

人と人とのつながりを大切にしながら、くらしと地域に生きる人権文化を創造しよう！ 
 

主　催　　　川西市人権教育協議会・川西市・川西市教育委員会 

期　日　　　20２５（令和７）年２月７日（金）１４:30～16:３０ 

会　場　　　アステ市民プラザ・アステホール（アステ川西６階） 

日　程　 1４:00  受付　～ 　1４:30　分科会開始　～ 　1６:３０　終了　

分科会 1　アステホール１（入り口側） 　 
就学前教育部：川西こども園　「伝われ！わたしの気持ち　知りたい！友達の思い」 

～子どもの思いに寄り添い、共に育ち合う保育者集団を目指して～ 
小学校教育部：北陵小学校 　 「子どもたちが、主体的に学び行動できるように」 

   　　　 ～校内サポートルームの関わりを通して～ 
 

分科会２　　マルチスペース２ 
 
　中学校教育部　　：緑台中学校　「校内フリースクールの運営について」 
　進路保障部  　　：清和台中学校　「校内サポートルーム『せせらぎルーム』の取り組みについて」 

　特別支援教育部：緑台小学校・陽明小学校　「緑台中学校区特別支援学級交流会における小中連携の取り組み」 
 

分科会３　アステホール３（奥側）  校区人権啓発部 

緑台・陽明小学校区人権啓発推進委員会　 
「知る、気付く、行動する　今年度の活動報告と課題」 

けやき坂小学校区人権啓発推進委員会　 

「人権啓発推進活動における裾野を広げる取り組み ～地域ぐるみで人権を考える～」 
　 
 
分科会４　ルーム１ 

高校教育部：川西北陵高等学校　「３年間の人権教育の実施状況について」 
行  政  部：教育推進部教育保育課  　「子どもたちの意見を大切にする川西の教育」 　 
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●特別報告では、姫路市スタディーサポーター・
城東町補習教室代表の金川香雪さんによる、主
に姫路市在住の外国人のこどもたちの現状と、
外国人の就労についてのお話でした。 

外国にルーツのあるこどもたちには、様々な国、
そして難民として家族とともに国を脱出してきた
子や、日本で生まれた子などがいて、生活環境
はとても厳しく、思うように勉強が出来ないとのこ
とでした。グウエン・ル・タン・サンのスピーチコン
テストの映像が流れたのですが、「私は勉強がし
たい、強くなりたい」との言葉に胸を打たれまし
た。日本に来て何もいいことがなかった、との遺
書を残して自殺してしまった男の子の話は、悲し
すぎて聴くに堪えませんでした。 

金川さんは、必要がなくなったら補習教室を
閉めようと考えていたそうですが、まだまだ必要
としているこどもたちがいるので、続けていくそう
です。外国からの人々を労働力としてみるのでは
なく、私たちの生活を支えてくれている隣人とと
らえることが必要だとの言葉を自ら言い聞かせ
ながら、全ての国の子どもたちの夢を叶えるため
に、私たちに出来る事は何か？を考えさせられた
講演でした。 
 
●特別報告の金川香雪さんのお話が大変良か
った。渡日した外国の子どもたちに長くかかわっ
てこられ、日本語が不自由な子どもたちが日本
の中学校に通いながらも自分の夢の実現のた
め高校進学をめざし懸命に努力する姿、その子
どもたちに寄り添い一緒に歩んで来られた日々
を丁寧に話してくださった。 

その中で、努力を重ねながらも自死にまで追
い込まれてしまった子どものことがわすれられな
いと語られた。不合理なことがいろいろなところ
にあるのだと感じた。 

 
●教職員の方が多く参加されている分科会だっ
たため現場のリアルな話を沢山聞くことができ、

非常に勉強になった。我々ＰＴＡの話にも非常に
興味深く聞いてくださり保護者の意見と教員側
の意見を伝え合い学び合う大変貴重な時間とな
りました。 
全体会については、非常に重い気持ちとなりまし
たが、今自分にできることは何なのか改めて考
えさせられる内容でした。 

 
●多文化共生については、市民講座で学んだば
かりで外国籍の方々の生きにくさを感じたばかり
だった。特別報告でも単に外国人だったというだ
けで差別され自死に至った子の事例で哀しいこ
とだと思った。世の中は理不尽だらけだ。法律は
どうして時代の流れに鈍いんだろう、日本はどう
して排他的なんだろう。海外の国々の外国人へ
の対応がどうなのかを知りたいと思う。 

分科会では施設で一見安楽に暮らせている
高齢者、元気な高齢者の社会参加活動の報告
だった。色々なことを「自分事として考えよう」と
いう思いは大切だと思うし頑張っている姿に元
気はもらえたが、本当に困っている高齢者の姿
は見えていない、出てこないと思った。 

 
●「地域における自主活動」の分科会に参加し
た。三田市弥生地区では、民生・児童委員や学
校職員の他、自治会や老人クラブから役員が出
て 23 名ほどの方で委員会が構成され、現地学
習会や講演会などの活動を継続してこられた。 

地域の自治会加入率の低下や高齢化、空き
家問題など川西市と共通している課題はあって
も自分たちで活動をすすめられている原動力は
何なのかな・・・と考えさせられた。地区によって
活動の温度差はあるようだが、それぞれ特徴あ
る活動がなされているようである。川西市の各小
学校区でも参考にできることがあるのではない
かと思った。

 
 

兵人教研究大会　参加レポート

◆ ９月２９日（日）第７１回兵庫県人権教育研究大会中央大会が、赤穂市（赤穂市文化会館･赤穂市民会

館など）で行われました。午前は全体会（特別報告）、午後からは１２分科会で実践報告･討議が行われまし

た。川西市からは、１１名が参加しました。参加された方の感想から一部を紹介します。 
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●特別分科会第４講座　『私たちは何を知らな
いのか～≪ガザ≫が照射する歴史の忘却と現
代世界の実像～』を拝聴して、日々新聞などで知
らされるガザの状況について心を痛めていた自分
としては、絶対この分科会に参加すべきだと思った。 

通常のメディアでは報じられていないことが次々
と明らかにされた。なんという暴力であろう。なんと
いう人権侵害であるか。私は耳を目を覆いたくなる
ような真実を知らされた。 

このジェノサイド、民族浄化、というイスラエルの
蛮行を止める方法はあるのか。暴力、武器が至高
の存在であるこの地域において、正義、人権は遠く
忘れ去られ無意味な言葉に貶められている。 

力なきもの弱きものが団結して、なにかできない
だろうか。報道すべきことを報道していないメディア
に疑いを持ちつつ真実を見出していく努力を自分
に課す必要がある。イスラエルの建国以来続く、殺
し合い、憎しみの連鎖を断ち切る方法を、一市民と
して考えていくことが必要である。 

想像力を最大限広げてパレスチナの人々の苦し
み、痛みを感じ取るべきである。以上がこの分科会
で心に強く感じた私の思いである。 

 
●初めて、全国大会に参加させていただき、人権
に対する熱い思いを持っている人がこんなにもいる
んだと驚き、感動した。第 4 分科会で社会福祉事業
を運営する法人の伊藤さんによる「外国人介護者
が働きやすい職場づくり」の報告を聞いた。報告の

後には、施設で働いているインドネシアのウィンディ
さんにインタビューをする形で進められた。 

外国人介護者を受け入れるにあたって、その国を
必ず訪問し、国の歴史、国民性、宗教等を理解する
ことに努めた。それが、相手を理解し、外国人にとっ
ても働きやすい職場となっているようである。通訳の
委託契約もしているそうだ。また、今後、外国人介護
者が地域とどうかかわっていくのかが課題であると
も述べられていた。インタビューでは「近所の方から
声をかけていただいたことが嬉しかった」と言われ、
地域との関わりがとても重要であることがわかった。
自分は、近所の外国人の方に声をかけることができ
るか、川西市でどういった連携ができるのか、と話
を聞きながら考えた。また、「学校でも差別しないで
欲しい。お祈りの時間があったり、断食の時期もあ
る、それを知って欲しい」とも話された。多文化共生
のヒントがたくさんあった内容であった。 

 
●特別分科会第２講座　「来民開拓団の『真
相』に学ぶ」～差別は誰の問題か～　に参加した。 

戦前、国策で「部落がなくなれば、部落問題は解
決する」として、満州への移民が行われた。満州に
移民したくなかった人たちも多くいたようだが、自分
たちの子どもの将来を考え行かれたそうである。 

しかし、終戦２日後の１９４５年８月１７日に食糧で
はなく青酸カリを供給され、来民開拓団の人々は行
き場を失い、２７６名の人々が自決された。将来のあ
る多くの子どもたちの命が奪われた。追い詰められ
た人たちのことを考えると心が痛い話だった。 

差別問題が、「差別される」という受け身の表現
で語られるが、「される」状態が最初にあるはずが
ない。必ず、差別「する」という行為が先にある。と話
されていた。 

まさしく、そのとおりだと思う。差別は、「差別され
ている人たちの」の問題ではなく「差別する人たち」
の問題。この言葉を浸透して
いかなければいけないと感じ
た。 

 
 

全人教研究大会　参加レポート 

 
１１月３０日（土）１２月１日（日）第７５回全国人権･同和教育研究大会が、熊本県・福岡

県・鹿児島県で合同開催され、『事実と実践・創造』　～であう　つながる　「ひと　なかま　ま
ち」～　をテーマに４つの講演、８７本の実践報告と討議がなされました。 

川西市から参加された 5 人の皆さんからの感想を紹介します。
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●輪島市立輪島中学校の報告から 
輪島からの報告「おとなが子どもを守るために必

要だと思うこと」～２０２４年能登半島地震　発災か
ら今までとこれから～があり、その分散会に参加し
た。 

報告では能登中学校の様子を中心に、何枚かの
写真を見ながら聞いた。何枚目かの写真では、地
震後、混乱する学校の復興に努めた生徒たちがや
っと新学期を迎え満開の桜の木の下で笑顔で写っ
ている場面があったが「この中の一人の生徒が、9
月の水害で犠牲になったのです。」という説明には、
「こんなに頑張ってきたのに・・・！」と、何とも言いよ
うのない気持ちになった。 

報告では、現場の状況と生徒たちの様子が語ら
れ、印象に残る場面がいくつもあった。熊本県から
派遣されていたボランティアの方（音楽の先生）が
「熊本地震の恩返しなので何でもします。」と話しか
けて来られ、早速、楽譜を印刷し合唱の授業をして
くださり、涙を流す生徒がいるぐらいの大合唱にな
ったということだった。災害時の人のつながりの大
切さと人がつながることで生まれるエネルギーの大
きさを感じた。 
　また、復興に向けて、中学生として出来ることを考
えようとアイデアを募り、修学旅行先の大阪の商店
街で輪島の朝市の販売活動や手作り太鼓での太
鼓披露などを通して交流を行った報告もあった。多
くのあたたかい励ましがあり、家族を亡くした生徒、
仮設住宅から通う生徒など、それぞれがいろいろな
思いを抱えての活動であったが、今、自分が出来る
精一杯の行動に今後の生き方に大きな経験をつか
んだ機会でもあったようだ。　災害の中でも、仲間と
繋がり、前へ向かってその時出来る一歩を踏み出す
勇気と行動にこちらが元気をもらう分散会になった。 
　二日間の多くの参加者の熱心な討議のまとめとし
て最後に司会者団が『全ての子どもたちを幸せに
するための教育』を考えるとき、「自分自身どう生き
ていくのかが問われている」と結ばれた。 
 
●「先生、諦めたらだめですよ！絶対私みたい
なのがいますから！」～あせらず、諦めず、たゆ
まず、種を蒔いていこう～ 福岡県同教・県立折尾
高等学校の報告を聞いた。 

福岡県の高等学校では、朝鮮半島につながるル
ーツを持つ生徒たちの自主活動「朝鮮文化研究会
（以下、「朝文研」）が行われており、その歴史は４０
年以上になり、交流会や合宿等、毎回代表生徒が
企画を立て、自分たちで運営をしている。傷つけら
れて辛かった経験をぽつりぽつりと話始める生徒も
いる。「この場なら、皆が聞いて受け止めてくれる」
「ありのままの自分」でいられる場所となっている。 

祖母から「親が離婚したことも、自分が在日朝鮮人
であることも、絶対に誰も言ったらだめ」と厳しく言
われていた A さんだったが、「折尾高校に行ってな
かったら、たぶん未だに絶対誰にも話せていない。
人生違ってたと思います。朝文研も、あのころは行き
たくないばっかりでしぶしぶやったけど、今は『本当
に行ってよかった』と言えます。後輩たちにも言って
下さいよ。行けば絶対何かが変わると思います。」と
報告者である松本教諭に伝える。そして、「近頃朝
文研に集まる生徒が減ってきている。私たちの力不
足かも」と嘆く松本教諭に「先生、諦めんでください
よ！諦めたらだめですよ！絶対私みたいなのがいま
すから！」と発破をかけるまでになる。 

最も印象に残ったのは、総括の際に松本教諭が
言われた言葉。「報告書を書くのは大変です。書け
ば書くほど自分への突っ込みが入ります。あの時の
自分を許せないのです。でも書かなかったら皆さん
にも会えなかった。報告書を書き、こうして報告し、
本当によかったと思っています」という言葉だった。 
　「あの時の自分が許せないのです」とは、松本教
諭が「高校の時一番中が良かった友達が在日（朝
鮮人）」で、その友達が在日であることを知ったの
は、高校を卒業してからだった・・・・あの時の私は
「自分は差別しないよ」ってアピールするにの必死
だった。でも全然わかってなくて・・・・ 

そして最後に、松本教諭はこう締めくくる。「失敗
ばかりの毎日ですが、へこんでくじけそうになった時
には、胸の中から A さんの言葉をそっと取り出して
触れてみます。『先生、諦めたらだめですよ！絶対私
みたいなのがいますから！』」 

この報告をその場で聞けたことは、人権・同和教
育を担当する自治体職員として大きな収穫であっ
た。 
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今年度は「耳塚」の見学と「ウトロ平和祈念館」に行きました。京都の歴史に

学ぶ現地学習会として初めての見学先だったことから各小学校区人権啓発推
進委員会からの参加希望者が多く、２日間に分けて行い、合計 65 名の方が参加しました。 

「耳塚」は 16 世紀末、豊臣秀吉が、朝鮮半島に進行した文禄･慶長の役にかかる遺跡です。当時の武将
は戦巧のしるしとして鼻や耳をそぎ、日本へ持ち帰ったそうです。それらはこの地に埋められ、供養の儀がも
たれたといわれています。歴史の遺訓として残っている遺跡です。 

「ウトロ平和祈念館」は、2022 年 4 月にオープンした施設です。このウトロ地区は 1940 年から日本政
府が推進した「京都飛行場建設」に集められた在日朝鮮人労働者たちの飯場跡に形成された集落です。　　 

終戦後、帰国を希望しながらも、故郷の生活基盤がなくなっていたり朝鮮半島の混乱などがあり日本に
とどまらざるをえない人々が、このウトロの地に集まって暮らすようになりました。その後も貧困や差別など
様々な困難の中、地元の日本人支援者と共に「ウトロを守る会」「まちづくりプラン」などを提案し、「ウトロ
の土地購入のための市民募金運動」が始まりました。韓国政府が協力する中、自治体、日本政府も「ウトロ
改善協議会」を発足させ、ウトロの歴史を記録し未来へとつなぐ場として「ウトロ平和祈念館」が作られました。 

午前に耳塚を見学し、午後からウトロ平和祈念館での講師のお話と見学、ウトロ地区のフィールドワーク
などを行いました。

 

 

 

 
◆耳塚のこと
を今回初めて
知りました。ウ
トロ地区放火
事件のことは
知っていまし
たが、生活イ
ンフラの整備
の遅れなど悲
惨な生活に耐えながら地区の人々と日
本人の支援を通して今日の環境整備
につながったことに感銘を受けました。平和祈念
館ガイドの方々の説明がとてもわかりやすく良か
った。 
 
◆初めて参加させて頂きました。ウトロ平和祈念
館は新しくきれいで驚きましたが、その周りはその
まま。保存の意味でされているのかどうかはわか
りませんが、とても違和感がありました。地区の姿
は残さないでいく方が良いのでは・・・といつも思
っています。みんな同じです。 
 
◆ウトロ地区のことは全く知りませんでした。今で
もその差別的なことがされていたなんてびっくりす
るばかりでした。「生きていたら何とかなる」「前
向いて進んだら何とかなる」その言葉に感動いた
しました。自分自身ももう一度差別というものをし
っかり見つめ直す必要があるなあと思いました。 
 
◆水道や土地の問題を差別や偏見の中でのりこ
えてこられたウトロ地区の人々を素晴らしく思いま
した。分断や戦争のニュースをよく聞きますが、お

互いを理解することで仲良く暮らせることを学ぶ
ことができました。 
 
◆ヘイトスピーチ、ヘイトクライムによる放火事件
は許されないことです。差別するのではなくお互
いが理解し合い、尊重する気持ちが大事です。そ
れには事実を正しく知ることが大事で、知らない
世代にも正しく伝えることが必要だと改めて感じ
ました。歴史と意義を知ることができ本当に良か
ったです。 
 
◆新しい建物は採光部が広く明るい場所で、中
学生が遊びに来たりセウォル号の学生たちの似
顔絵が見られたり将来に希望の持てる印象でし
た。一方で隣には自衛隊の施設もあり世の中は
戦争がなくならない悲しい現実があります。 
　濃い説明の中
で、侵略で国家
に振り回され苦
しい生活に追い
込まれた人たち
が強く負けずに
生きてこられた
ことが伝わって
きました。当事者だけの強さ
でなく、日本人も協力され
てきたのは嬉しいことです。平和のためにこれから
も知ることを大切にしていきたいと思いました。 
 
◆ウトロ地区は戦争の時代に形づくられた日本
社会から「置き去りにされた」朝鮮人のまちでし
た。困難に直面しながら声を上げた人々とウトロ

2024 現地人権学習会

～参加者の感想より～ 京都ウトロ　　12月 17日（火）

コースの紹介

耳塚

飯場前で
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に寄り添ってきた日
本市民、在日コリア
ン、そして韓国市民
が協力してウトロの
歴史と居住権を守
った歴史は終わっ
たこと、なかったこ
とにしてはならない
歴史だと思いまし
た。・・・「悲しいことつらい
ことを経験した人は人にやさしく接することができ
る」との案内人の言葉が強く残りました。 
 
◆命に別はなく大切にされ人生を歩んでいくこと
が当たり前にできる社会になるまで連帯していく
こと、声をあげていくことを続けていきたいです。
本当の優しさは強さ。本当の強さは優しさ。人間と
しての尊厳を持ち続けること、次世代へつなげて
ていきましょう。 
 
 
 
 
◆人権問題と聞くととっつきにくいイメージがあっ
たが今日の「ウトロ平和祈念館」は明るく開かれ
た場所で地域の方や中学生の集いの場所になっ
ている。人権は人と人とのつながりの中で身に付
くもの備わるものかもしれないと気付かされた。 
 
◆「ウトロ地区」は在日コリアンの人々が寄り添っ
て暮らしている場所だと思っていました。そこには
最近までライフラインのない場所で生活しなけれ
ばならない人々がいたことが驚きです。ウトロ地区
を守るために様々な立場の人が力を出し合った
事を知り、本当に良かったと思いました。恨みやの
のしり合いからは何も生み出せない、知り合い話
し合うことの大切さを改めて認識しました。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆先日の「人権週間映画会」の〝焼き肉ドラゴン〟
の感動もよみ返ってきました。在日韓国人一世～
三世の人々の苦労と魂の叫び、心の強さ、つらい
ことを乗り越え明日に向かって明るく生きていく精
神を強く感じました。 
 
◆館内のパネルや写真資料も圧巻でした。「反差
別に垣根なし」の言葉が胸に刺さりました。 
 
◆どんな境遇でも人を恨まず前向きに生きられた
ウトロの皆様を心から尊敬します。金さんのご説
明は本当に素晴らしく感動しました。現代の私た
ちが皆この説明を聞くのが一番良いと思います。
考えが変わると思います。 
 
◆展示も写真が中心で、説明文も丁寧でわかり
やすく、当時の人たちの苦労が計り知れません。こ
こを見学して私たちの苦労は何だったのかと思い
ました。 
 
◆飯場の屋根など「実際とは違ってきれいすぎる」
というクレームがウトロ住民の人々からあったとボ
ランティアさんが話されていました。展示されてい
る屋根の代わりとなっていたワラや昔の写真をみ
て衝撃的でした。外の説明でもウトロの地域の土
地が低くなった経緯と数年前の上下水道の整備
の話に「ついこの前やん」と思い驚き、住民の日々
の苦労が分かり、在日コリアンの皆様の強さを改
めて感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都ウトロ②12月 20日（金）

講話を聞く

ウトロ平和祈念館

フィールドワーク

多くの市民の方に参加していただき現地学習会が行えました。現地で学ぶこと、互いの感じ方を伝え合うことで、それぞ
れの方の心に何かが伝わったことと思います。参加してくださったみなさん、お世話いただいた校区人権啓発推進委員長さ
んありがとうございました。（事務局）

飯場前で
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【編集後記】 

 
２０２４年は、ＳＮＳの誹謗中傷、お金欲しさに闇バイト、

他人を傷つける事件など毎日のように報道されている。
自分勝手で他人には厳しい世の中になっているのだろうか。 

自分は努力しても報われない、働いても貧しい、年金
では食べていけない･･･という不安や喪失感。家族がい
ない寂しさ、人に認められない、幸せそうな人がうらやま
しいといった感情。 

そんな人々の生きづらさが自暴自棄になり事件や他人
を許せない思考の背景になっているのではないだろうか。 

高齢化、少子化、過疎化、物価高、異常気象、戦争
など。何もかもいっしょくたにはできないが、世の中は
困難にあふれていて、不安を感じる時代である。 

そんな時代だからこそ、知恵を出し合い、お互いを
認め合い、思いやり、誰もが豊かに生き生きと生きぬく
方法を考えなければならない。 

明るく希望を持って生きたい、頑張っている人を応
援したい。そう願う人が多いからこそ「大谷翔平」さん
の活躍が毎日のように報道されるのではないだろうか。 

自暴自棄にならず、ウトロ地区の人々のように人を憎
まず、誰をも受け入れ、粘り強く希望を持って生きていき
たい。そう思って生きることが大事なのだと思う。　 

　（事務局）

 

☞「知っていますか？　在日韓国・朝鮮人問題」（解放出版社）他 より 

 

Ｑ なぜ大勢の朝鮮人が、植民地期に日本に渡ったのですか？ 
 

在日コリアンの歴史を語る上で植民地支配は欠かせないことです。 
事実上日本の植民地支配が始まったとされる 1905 年、第２次日韓協約（乙巳条約）が締結され外交権を失った朝鮮は、1910 年「韓

国併合」により正式に日本の植民地となりました。 
まず日本の植民地支配が行ったことは、朝鮮の土地調査事業と産米計画でした。農耕地を奪われ、食べることに困った朝鮮の農民たち

は、第１次世界大戦後、好況で労働力を求めていた日本へ渡るようになります。1920 年後半から 30 年代にかけて、毎年 8 万から 15 万
人の朝鮮人が海を渡りました。1930 年代末には戦争による徴用、徴兵も伴い 72 万人以上が日本へ動員され、解放直後の 1945 年、朝
鮮人の数は約 200 万人にも達しました。 

1945 年 8 月 15 日の解放（日本敗戦）までの 36 年の植民地政策は、収奪と差別そのものでした。 
 
Ｑ なぜ朝鮮人は、解放後日本に残ったのですか？ 
 

いつか必ず、恋しい故郷に帰国することを胸に、過酷な労働にも耐えてきた朝鮮人たちは、1945 年 8 月 15 日祖国解放の喜びを迎え、
雪崩を打つ勢いで帰国しました。 

ポツダム宣言の受諾により降伏した日本政府は、日本人引揚船のみの片道利用策をとり、朝鮮人の帰国移送策を取りませんでした。よっ
て博多、下関、仙崎港の埠頭には、野宿して船待ちする朝鮮人で埋まり、街路に糞尿があふれ病人が続出しました。自力で船を調達し帰国
する朝鮮人もいました。このように解放後１年以内に帰国した朝鮮人は 130 万人に達しました。 

一方、祖国朝鮮ではアメリカ・ソ連による冷戦構造で左右政治対立が激化し、北緯 38 度線を境界に南北分断という悲劇がおこりまし
た。帰国の受入れ態勢は十分ではなく、政治・社会・経済の混乱が続き、その上、天文学的なインフレの祖国に、帰国を一時のばす朝鮮人、
再び日本へ戻ってくる朝鮮人も相次ぎました。 

以上のような理由で、200 万人中、帰国せず残った 70 万人の朝鮮人が日本で「在日」社会を形成するようになりました。これが戦後の
「在日」の始まりです。 

　　※在庫があります。　その他はホームページに記載しています。 
 

VOL.２８　水平社 100 年を経て考える人権　～部落問題を中心に～　関西大学人権問題研究室委嘱研究員 宮前　千雅子 
 
VOL.2７　インターネットの部落問題　～「無関心」でいられても「無関係」でいられない～　　「反差別・人権研究所みえ」 松村　元樹 
 
VOL.26　「ともに生きるために大切な人権意識」　　わたなべメンタルクリニック 院長 渡邉 純 
 
VOL.25　「今日から　はじまる　人権学習」　～子どもが安心できる地域・家庭・学校づくり～　大阪教育大学　佐久間 敦史 
 
VOL.24　「目からウロコ！人権への気づきと実行」 ～みんなが笑顔になるために～　　三木市人権・同和教育協議会　春川 政信 
 
VOL.23　『部落差別解消推進法』が成立　その意義と課題について  　友永 健三 
 
VOL.22　人権の世間をつくる　向き合うからいっしょに取り組むへ　　奥田 均 
 
VOL.21　出会いは心の光　～川西緑台高等学校放送部制作「視えるということ」とともに～　 落語家　桂 福点　・放送部　薄井 真晃 
 
VOL.20　ありのままの自分を生きる　　　　金子（仲岡） 旬　 ※現在は弁護士
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お知らせ①

お知らせ② お知らせ③


